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【改訂】第 1 版（2007-03-31）
【科目】[ 交通工学 I]

【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】選択　【学期・単位数】後期・1 単位
【対象学科・専攻】環境都市工学科・4 年次
【担当教員】

野村 和広

【授業目標・教育方針】
本講義は「道路交通工学」を中心とした内容であり，道路整備の概要，交通現象，管理・運用，最近の交通対策につ
いて理解することを目標とする。

【授業概要】
道路の機能，整備環境・方針の推移，居住環境の面から地域における道路整備のあり方を学習の入口とする．その後，
交通流の特性 ( 交通量，交通密度等 )，交通容量 ( 単路部，平面交差点 ) 等の管理・運用における基礎を学習する。

【教科書・教材・参考書 等】
教科書：伊吹山・多田・栗本「わかり易い土木講座 ( １２ ) 道路」彰国社
　　　　　なお，この教科書は５年「交通工学Ⅱ」においても使用する．
　教材：適宜プリントを配布する．

【成績評価方法】
［後期］中間試験：50%，期末試験：50%

【本校の学習・教育目標】
○ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．

【JABEE 評価】
(d) 該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力 ( 分野別要件 )
工学 ( 複合融合・新領域 ) 分野の分野別基準

(2-a) 専門工学 ( 工学 ( 融合複合・新領域 ) における専門工学の内容は申請大学が規定するものとする ) の知識と能
力
(2-b) いくつかの工学の基礎的知識・技術を駆使して実験を計画・遂行し，データを正確に解析し，工学的に考察
し，かつ説明・説得する能力
(2-d) ( 工学 ) 技術者が経験する実務上の問題点と課題を理解し，適切に対応する基礎的な能力

(g) 自主的，継続的に学習できる能力

【授業計画】（授業名：[ 交通工学 I]）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 定義と変遷 アメリカの交通工学研究会における交通工学研究会の
定義を紹介し、変遷の背景について学習

第 2 回 自動車社会・道路の分類 自動車交通および自動車社会の問題点を整理する。そ
の後、街路の機能、道路の分類について学習

第 3 回 道路整備と財源 道路整備に関わる計画と方針について学習し、道路整
備の現況・財源について整理

第 4 回 居住環境 代表的な計画論（ラドバーン、ブキャナンレポート、
ボンネンフ等）より、都市地区内における自動車との
共存のあり方について学習

第 5 回 交通流（1） 交通量・交通密度・時間平均速度・空間平均速度等の
現況把握のための指標について学習

第 6 回 交通流（2） 前回の指標の測定方法について考え、指標の持つ意味
を理解する

第 7 回 最大交通量 走行速度に応じた最小車頭間隔をもとに、理論的な最
大交通量を導出

第 8 回 単路部の交通容量 単路部における可能交通容量・設計交通容量の算出に
ついて学習

第 9 回 車線数決定 前回の内容の演習。その後、設計基準交通量を導出
し、車線数決定について学習

第 10 回 交通流（3） Q-V 曲線、Q-K 曲線の導出および特性の把握
第 11 回 交通流（4） 実際のデータをもとに、時間平均速度・空間平均速度

等を算出し、前回の復習を実施
第 12 回 信号交差点 (1) 信号交差点の制御方式・現示・有効青時間等の基礎的

な概念について学習する。その後、例題をもとに飽和
交通流率の算出について学習する。

第 13 回 信号交差点 (2) 例題をもとに飽和交通流率の算出について学習する。
第 14 回 信号交差点 (3) 飽和度、信号サイクル長、スプリット等の決定方法に

ついて学習する。演習形式
第 15 回 信号交差点 (4) 上記の演習
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